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者に対するVR介入を行い、VR体験が痛みを軽減する効果があることを報告してい
る。これは、テクノロジーを利用することによる非薬物療法の可能性を示したもの
である。

❖ おわりに
　本稿では、地域で暮らす高齢者や高齢者のみの世帯を対象に、活動期から長寿
期までのニーズに合わせたテクノロジーの現状と可能性について述べた。一方で、
これらのテクノロジーの社会定着には、課題も存在する。RCTによる実証研究の
不足や高齢者の利用を想定したユーザビリティ、アクセシビリティ、プライバシー
保護の課題、人工知能に関する倫理的課題などが挙げられる。総じて、高齢者の
健康長寿を支えるテクノロジーの有望性は広がりを見せているが、その実現には
未解決の課題が残されている。これらの課題への対応や十分なエビデンスの蓄積、
ユーザビリティやプライバシーの保護などへの取り組みが必要である。今後の研
究と実践により、テクノロジーが高齢者の健康長寿を支える手段として本格的に
活用される日が期待される。
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　2017年の高齢者に関する定義検討ワーキンググループ報告書に続いて、今回提言を再度まと
めたが、前回同様留意していただきたい点がある。
　第一に、本提言における高齢者の定義は、老年学・老年医学の研究をもとに75歳以上を高齢
者とするとともに、暦年齢にとらわれないエイジフリーな社会に向かうように提案している。す
なわち、ガイドラインなどの診療指針を検討する上で、また高齢者を対象とした研究を実施する
上で、75歳以上高齢者を中心に高齢者へのアプローチを考えるべきであり、老年医学、老年学
における高齢者研究の中心は75歳以上となるべきであるというメッセージである。一方、国の
各種の制度における高齢者の定義とは意味が異なる。すなわち、本ワーキンググループでは、年
金などの各制度でどのような定義をすべきという議論は行っておらず、その議論は国に委ねる。
本件については、様々なステークホルダーの意見を元に政府が真摯にその議論に取り組むべき課
題であり、我が国の未来を左右することにもなろう。本ワーキンググループは、本提言により高
齢者のより活発な社会活動が促進され、それが健康寿命の延伸につながることであり、そうすれ
ば自ずと若年層の負担を軽減することにつながり、わが国における社会保障制度がより持続可能
で強固なものとなると考えている。
　第二に、高齢者は心身の健康度や社会活動度においては多様な集団であり、今回の提言は社会
的なラベルを貼ることが趣旨ではない。年齢にかかわらず、また疾患や障害の有無にかかわら
ず、自らの希望やライフスタイルに応じて、就業をはじめとする社会活動が継続可能となる社会
の構築を目指すべきであろう。年齢に応じた働き方を選択できることがより一般的となることを
期待する。
　第三に、本ワーキンググループが使用したデータは主として最近の数十年のもので、女性の痩
せや小児生活習慣病の増加など若年層の健康問題が指摘される中、将来もこのような心身の老化
現象の遅延が持続するかどうかは不明であり、生活習慣病やフレイルに対するライフコースアプ
ローチをどのように国民に啓発するかが、今後の医学・医療に課せられた大きな課題と言える。
　今回の提言が前回と異なる点は、日本老年学会のすべての構成学会で検討を重ねたことであ
る。加えて、経済学や工学の専門家も交え、議論を深めた。高齢者の定義について議論を継続す
ることは、社会全体の高齢者に対する認識を深化させる契機となると我々は考えている。年齢に
よる一律の区分ではなく、個々の能力や健康状態を重視することで、高齢者が持つ多様な可能性
を社会が認識しやすくなることにより、高齢者に対するステレオタイプや偏見が減少し、加齢に
関連したスティグマを減らし、様々な社会活動に高齢者をより多く取り込むことを促すことがで
き、より包括的な社会の実現につなげることが本ワーキングルループの目標である。

日本老年学会　理事長
高齢者および高齢社会に関する検討ワーキンググループ　代表

荒井　秀典

最後に
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